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地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１４項前段の規定により知事等関係機関から監査の結果に基づ

いて措置を講じた旨の通知があったので、同項後段の規定により措置の内容を次のとおり公表する。 

 

令和３年３月２６日 

 

                        岐阜県監査委員  伊 藤 秀 光 

                        岐阜県監査委員  高 殿   尚 

                        岐阜県監査委員  鈴 土   靖 

                        岐阜県監査委員  長 縄 直 子 

                        岐阜県監査委員  南   圭 一 
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Ⅰ 平成30年度、令和元年度及び令和２年度定期監査の結果に基づき講じた措置の状況 

 

１ 平成30年度 

（単位：件） 

区分 

監査結果 措置済 今回措置を 

講じたもの  

未措置 

A B C A-B-C 

指摘事項 89 88 0 1 

指導事項 99 99 0 0 

検討事項 5 5 0 0 

計 193 192 0 1 

 

２ 令和元年度 

                                   （単位：件） 

区分 

監査結果 

 

措置済 今回措置を 

講じたもの 

未措置 

A B C A-B-C 

指摘事項 106 106 0 0 

指導事項 126 126 0 0 

検討事項 6 6 0 0 

計 238 238 0    0 

 

３ 令和２年度 

                                       （単位：件） 

区分 

監査結果 

 

措置済 今回措置を 

講じたもの ※ 

未措置 

A B C A-B-C 

指摘事項 100 59 30 11 

指導事項 76  59 12  5 

検討事項 2 0 2 0 

計 178 118 44    16 

 

※「今回措置を講じたもの」については、令和３年２月25日、同月26日、３月１日、同月12日及び同月

17日に知事等関係機関から通知があったもの 

（注）監査結果の区分については、次のとおり 

指摘事項：是正又は改善を求める事項のうち、その程度が重大なもの 

指導事項：是正又は改善を求める事項 

検討事項：事務の執行の適正化のため検討を求める事項又は他の機関の監査の結果として所管課に対

し是正若しくは改善を求める事項 
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Ⅱ 定期監査の結果に基づき講じた措置 

 

１ 令和２年度 

（１） 監査結果（指摘事項）に基づき講じた措置 

環境生活部 

機関名 監査結果 講じた措置 

文化財保護セ

ンター 

旅費の支出事務において、旅行者で

ある職員は旅費システムに旅行命令入

力を行ったが、旅行者以外の者も旅行

者に代わり旅行命令入力を行った。そ

の後、旅行者及び旅行者以外の者がそ

れぞれ復命入力を行い、旅行命令権者

から承認を受けたことで、１件3,515円

が過払となっていたので、速やかに措

置するとともに、今後は適正に処理さ

れたい。 

過払となっていた旅費3,515円につい

て、予備監査後に納入通知書を発出

し、令和２年９月18日に納付されたこ

とを確認した。 

今後旅費を請求する時には旅行命令

検索一覧画面で確認することとし、全

職員に対して注意喚起した。 

健康福祉部 

機関名 監査結果 講じた措置 

岐阜保健所 旅費の支出事務において、職員は旅

費システムに旅行命令入力を行った

後、旅行命令の内容に誤りがあったこ

とに気付き、新たな旅行命令入力を行

った。その後、当初に入力した旅行命

令について中止の処理を行わず、両方

の旅行命令に対し復命入力し、承認を

受けたことで、１件666円が過払となっ

ていたので、速やかに措置するととも

に、今後は適正に処理されたい。 

過払となっていた旅費１件666円につ

いては令和２年12月４日に県に戻入さ

れたことを確認した。 

旅行命令入力及び復命入力におい

て、入力内容を十分確認し、行程に変

更を生じた場合には適切に修正を行う

よう改めて職員に周知徹底した。 

今後は、出納員及び会計員の複数人

により関係帳票（支出科目別旅行命令

情報一覧）によるチェックを徹底し、

再発防止に努める。 

 公務中の２件の交通事故について、

損害賠償金として34,826円の費用負担

が発生するとともに、修繕料254,991円

（うち相手方負担分3,418円）が支払わ

れていたので、職員の交通事故防止に

ついて一層の徹底を図られたい。 

当該職員に対し、安全運転の徹底と

再発防止について指導した。併せて、

所属内の職員に対しても職員研修にお

いて交通法規の遵守及び安全運転の励

行を改めて呼びかけ、徹底を図った。 

今後とも、職場研修における職員に

対する定期的な注意喚起や、自動車を

運転する出張に赴く職員への安全運転

の声掛け等を行い、交通事故の再発防

止徹底に努める。 
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中濃子ども相

談センター 

公務中の２件の交通事故について、

損害賠償金として332,226円の費用負担

が発生するとともに、修繕料21,120円

が支払われ、また、公用車が１台廃車

（車両評価額277,000円）となっていた

ので、職員の交通事故防止について一

層の徹底を図られたい。 

当該職員に対しては、所属長から安

全運転の徹底と再発防止について指導

を行った。 

また、所属職員に対しては、地元警

察署職員を講師に招いて交通安全研修

を実施するとともに、毎週実施してい

る会議において交通事故事例を題材と

した注意啓発を行った。 

今後も、会議の場を活用した定期的

な注意喚起や、出張前の職員への安全

運転の声掛け等を行い、交通事故防止

に努める。 

 農政部 

機関名 監査結果 講じた措置 

岐阜農林事務

所 

公務中の４件の交通事故について、

損害賠償金として529,140円の費用負担

が発生し、修繕料358,573円（うち相手

方負担分59,282円）が支払われていた

ので、職員の交通事故防止について一

層の徹底を図られたい。 

交通事故を起こした職員に対し、厳

重に注意をするとともに、運転中は周

囲の状況確認を確実に行うなど安全運

転を心がけるよう指導した。 

また、毎月開催する所内会議にて交

通安全についての研修を実施し、日頃

からの声掛けや職場研修等様々な機会

をとらえ、より一層交通安全・交通事

故防止に努めるよう周知徹底を図っ

た。 

今後も継続的に注意を喚起し、職員

の健康管理にも配慮しながら交通事故

防止を徹底する。 

西濃農林事務

所 

公務中の２件の交通事故について、

修繕料355,289円が支払われていたの

で、職員の交通事故防止について一層

の徹底を図られたい。 

事故に関わった職員に対して、所属

長から厳重注意を行い安全運転の徹底

について指導した。 

また、職場研修として所属の全職員

を対象にした交通安全教育の実施、継

続的な取組として、定例の課長会議を

通じての交通安全・交通事故防止に係

る情報提供を行い、職員の交通安全意

識の向上に努めた。 

その他、公用車の一部にドライブレ

コーダーを設置し、安全運転意識向

上、事故の抑止効果を高めた。 
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揖斐農林事務

所 

公務中の２件の交通事故について、

損害賠償金として204,697円の費用負担

が発生するとともに、修繕料166,515円

が支払われていたので、職員の交通事

故防止について一層の徹底を図られた

い。 

事故発生後、所属長から当該職員に

対し、交通安全の意識を徹底し再発防

止に努めるよう注意指導を行った。 

また、所属職員に対しては、職場研

修を実施し、交通安全意識の徹底、交

通法規遵守について周知した。 

その後も、所内会議において、定期

的に交通事故防止に係る情報提供や啓

発を実施し、交通安全意識の向上、再

発防止に努めている。 

中濃農林事務

所 

公務中の１件の交通事故につい

て、損害賠償金として2,871,416円の

費用負担が発生するとともに、公用

車が１台廃車（評価額650,000円）と

なっていたので、職員の交通事故防

止について一層の徹底を図られた

い。 

事故直後に、所属長から関係職員

に対し、より慎重な安全運転の励行

を指導した。 

また、全職員に対しても直ちに注

意喚起を行ったほか、定期的に交通

安全推進員から交通安全・交通事故

防止に関する周知・徹底を行い、再

発防止を図った。 

今後も継続的に注意を喚起し、職

員の交通事故防止を徹底する。 

可茂農林事務

所 

 

公務中の１件の交通事故について、

修繕に要する費用として消耗品費

26,400円が支払われていたので、職員

の交通事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

事故直後には、所属長から当該事故

の運転職員に対して、林道等の悪路に

おける徐行運転及び安全確認徹底の厳

重注意を行うとともに、所属職員に事

故概要を周知し、再発防止及び安全運

転、交通事故防止の徹底を指示、指導

した。 

引き続き、毎週開催する課長会議に

おいても、安全運転・交通事故防止・

交通法規の遵守について、継続的に注

意喚起を行い、職員の意識向上による

再発防止を図っている。 

また、事務所独自の取組として、所

属配備全20台の各公用車ごとに、各課

の主たる使用者を「日常点検管理責任

者」に指名して、使用前後の点検実施

を再徹底し、所属全体における事故防

止意識の高揚を図っている。 
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 基本的に仕様が同一の公用車２台を

同日に調達した事務において、一括し

て競争入札により調達すべきところ、

合理的な理由なく、随意契約によるこ

とができる少額の契約として１台ずつ

調達を行っていたので、今後は適正に

処理されたい。 

岐阜県会計規則等の会計例規を遵守

した適正な会計事務処理の徹底を、職

員に指示した。 

また、今後は電子調達による随意契

約に当たり、疑義が生じた際は、事前

に県事務所出納課等への確認を行うこ

ととした。 

恵那農林事務

所 

公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として217,162円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

 

当該職員に対し、所属長より交通安

全の意識を徹底し、交通事故の再発防

止に努めるよう厳重に注意を行った。 

また、全職員に対し、車をバック走

行させる際は、周囲の状況確認を確実

に行うよう周知徹底し、再発防止に努

めた。 

さらに、毎週、開催する課長会議等

において、交通安全に関する各種注意

事項の資料を活用し、交通安全及び交

通事故防止に関する注意喚起を常に行

っている。 

加えて、全職員に対し交通安全テス

トを毎月実施し、交通安全意識の向上

を図っている。 

 公務中に車両を損傷させた１件の毀

損事故について、修繕料74,153円が支

払われていたので、職員の毀損事故防

止について一層の徹底を図られたい。 

当該職員に対し、所属長より厳重に

注意するとともに、周囲の状況確認を

確実に行うなど安全運転を心掛けるよ

う指導した。 

また、全職員に対し、周囲の安全確

認並びに同乗者による安全確認の励行

について周知徹底を図った。 

中央家畜保健

衛生所 

夜間勤務手当の支給事務において、

週休日の振替等により、正規の勤務時

間として午後10時から翌日の午前５時

までの間に勤務したにもかかわらず、

夜間勤務手当５件6,015円が支給されて

いなかったので、速やかに措置すると

ともに、今後は適正に処理されたい。 

５件の支払不足は同一職員に対する

ものであったため、手続きを行い、令

和３年１月21日に追給されたことを確

認した。 

今後は、当該事務の関係規定に関

する理解に努めるとともに、支払漏

れがないように、時間外手当入力に

ついて確認を徹底し、時間外手当承

認者及び給与事務担当者との複数人

でのチェックをすることにより再発

防止に努める。 
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 公務中の１件の交通事故について、

修繕料43,241円が支払われていたの

で、職員の交通事故防止について一層

の徹底を図られたい。 

当該職員に対し、所属長より安全

運転に対する意識の徹底と再発防止

に努めるよう注意、指導を行った。 

 また、全職員に対し、職場研修を

実施し、安全運転と交通事故の再発

防止に向けて、注意喚起を行った。 

今後も全職員を対象に、交通安全

の啓発文書等を周知するとともに、

朝礼や職員会議等において注意喚起

を継続することで交通事故防止を徹

底する。 

教育委員会 

機関名 監査結果 講じた措置 

岐南工業高等

学校 

公務中に手押式芝刈機を操作した

際、石が飛散したことにより車両を損

傷させた１件の毀損事故について、損

害賠償金として78,708円の費用負担が

発生していたので、職員の毀損事故防

止について一層の徹底を図られたい。 

今回の毀損事故後、草刈を行う作業

員に対して、さらなる安全指導を行う

とともに、以下の対策を講じることと

した。 

１ 生徒や保護者に対してメール等に

より事前に告知をするとともに、作

業当日には、正面玄関内等に貼り紙

をし、来校者等に注意を促す。 

２ 芝刈作業範囲付近に自動車や人が

近づかないよう、バリケードやカラ

ーコーンを設置し、作業区域と外部

とを遮断する。 

３ 作業を行う際は、補助者を配置

し、安全確認させるとともに板等に

よる飛び石による事故の防止措置を

講じる。 

今後は、上記対策を徹底し、安全に

作業を行うことで毀損事故の再発防止

を図る。 

 公務中にタブレットを損傷させた１

件の毀損事故について、前年度も同様

の事案で指導したにもかかわらず、修

繕料35,200円が支払われていたので、

職員の毀損事故防止について一層の徹

底を図られたい。 

これまでも全職員に対して、パソコ

ンの取扱いについて注意してきている

が、今回の事案を受け、当該職員に対

し、より一層、丁寧に取り扱うよう指

導した。 

また、全職員に対しては、学校長か

ら職員会議で毀損事故の経緯について

説明するとともに、事故の原因となる 
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  行動について注意喚起を行い、再発防

止の徹底を指示した。 

今後も、定期的に職員会議等の場で

物品の適正な使用及び管理について指

導、注意喚起等を行うとともに、電子

掲示板等を活用して、随時、事故防止

の参考となる情報を提供することによ

り、物品の毀損事故の再発防止に努め

る。 

揖斐高等学校 旅費の支出事務において、職員は書

面により出張伺（兼復命書）を作成し

たが、復命する際に当該出張伺を紛失

したと思い、再度出張伺を作成した。

後日、旅行者以外の者が旅行者に代わ

り、再度作成した出張伺を基にして旅

費システムに入力を行った。さらに、

当初作成した出張伺が手元にあったた

め、復命されていないにもかかわら

ず、こちらについても入力し、旅行命

令権者から承認を受けたことで、１件

333円が過払となっていたので、速やか

に措置するとともに、今後は適正に処

理されたい。 

 

過払となっていた旅費１件333円につ

いては、直ちに過年度戻入処理を行

い、令和２年11月５日に県に納入され

たことを確認した。 

令和２年11月13日の職員会議におい

て、復命の遅延が二重払いの一因とな

るため、出張後は速やかに復命するこ

と、また、旅行請求書にサインをする

際は、旅行期間が重複するものはない

か確認するよう周知徹底を行った。 

今後は、財務会計システムにより配

信される「旅行期間重複一覧」など各

種帳票の確認や、毎月の公金支出情報

のインターネット公開に係る確認・修

正作業を複数人で行うことにより、二

重払いの再発防止に努める。 

飛驒高山高等

学校 

岐阜県英語力強化事業費補助金の交

付事務において、補助対象者から補助

金の交付の申請がされておらず、ま

た、補助金の交付の決定及び額の確定

の通知をしないまま補助金を交付して

いたので、今後は適正に処理された

い。 

当該補助金の交付事務について、補

助対象者に事務処理上の不備があった

ことを説明のうえ、不足していた書類

の提出を受け、額の確定を通知するこ

とにより令和３年１月14日に事務処理

を完了した。 

今回の事案は、当該補助金に対する

認識不足や教員と事務担当者間の連携

不足が原因であったことから、今後

は、担当者間の連携強化や各種書類の

詳細なチェックを行うことにより適正

な事務処理に努める。 

 公務中にノート型パソコンを損傷さ

せた３件の毀損事故について、前年度

に指導したにもかかわらず、修繕料 

これまでも朝会や職員会議などの場

において注意喚起を行ってきたが、今

回の指摘を踏まえ、改めて、毀損事故 
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 344,752円が支払われていたので、職員

の毀損事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

の状況によっては職員の賠償責任の可

能性にも触れつつ、パソコンの取扱い

には十分注意するよう周知徹底した。 

今後も引き続き、職員が集まる会議

の場を利用して、パソコンを含めた備

品の適正使用及び管理について定期的

に注意喚起を行い、毀損事故の発生防

止に努める。 

警察本部 

機関名 監査結果 講じた措置 

岐阜中警察署 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として25,045円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

当該職員に対しては、交通事故の原

因、防止策及び交通事故がもたらす影

響について、幹部による個別指導を行

った。 

全職員に対しては、朝会時におい

て、警務課長が自他所属を問わず交通

事故事例の紹介や様々な状況下に応じ

た交通事故防止対策の手配を適時行う

とともに、資料を配布するなど周知・

徹底を図った。 

また、警察本部実施の運転技能訓練

に加え、岐阜中警察署が独自に行って

いる運転技能訓練にも、交通事故を起

こした職員を優先的に参加させ、運転

技能の修練を図っている。 

岐阜南警察署 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として382,741円の費用負担

が発生するとともに、修繕料285,615円

（うち相手方負担分27,610円）が支払

われていたので、職員の交通事故防止

について一層の徹底を図られたい。 

当該職員に対しては、交通事故の状

況や原因を聴取し、運転における安全

確認の徹底について個別に指導した。 

全職員に対しては、署長、副署長、

警務課長から幹部会議や朝会時に安全

運転・緊急走行の運転守則の遵守につ

いて教養を行った。 

また、駐車場において、四輪・二輪

の車両走行訓練を行うなど、職員の運

転技術及び判断力の向上を図った。 

今後も、安全運転の教養・走行訓練

を実施し、交通事故防止の徹底に努め

る。 
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岐阜北警察署 公務中の４件の交通事故について、

損害賠償金として520,725円の費用負担

が発生するとともに、修繕料87,901円

が支払われ、また、公用車が１台廃車

（評価額200,000円）となっていたの

で、職員の交通事故防止について一層

の徹底を図られたい。 

事故当事者である職員に対し、交通

事故の発生状況及び原因を聴取し、警

務課長及び直属の上司から交通事故防

止に関する指導を行った。また、会計

課長からは当該交通事故による損害賠

償金及び修繕料の金額を示し、岐阜県

に与えた損害の大きさや物品管理の重

要性を説明及び認識させた。 

全職員に対しては、朝礼等で警務課

長から交通事故の発生状況等を説明

し、再発防止のための個別指示を行っ

た。さらに、車体感覚を身に着けさせ

るための実車を使用した内輪差把握訓

練等も実施した。 

今後も朝礼時の交通事故防止に関す

る指示手配、幹部による自動車運転前

の事故防止指導、教養資料の発行等に

より、安全運転意識の更なる醸成に努

める。 

海津警察署 公務中の２件の交通事故について、

損害賠償金として167,806円の費用負担

が発生するとともに、修繕料179,586円

（うち相手方負担分114,514円）が支払

われていたので、職員の交通事故防止

について一層の徹底を図られたい。 

 

当該職員に対しては、交通事故防止

について具体的な再発防止策の指導を

行った。 

全職員に対しては次長、交通課長か

ら、朝会、メール手配により、過失割

合10割の交通事故の絶無、季節や道路

状況に応じた交通事故防止対策を指示

した。 

なお、令和２年中当署員に過失のあ

る公用車事故は発生しておらず、公用

車事故防止対策優秀につき本部長表彰

を受賞するなど事故防止に努めてお

り、今後も、交通事故防止に関する指

導教養を継続的に実施し、交通事故防

止に努める。 

揖斐警察署 公務中の４件の交通事故について、

修繕料等として325,681円が支払われ、

公用車が１台廃車（修繕料相当額

1,560,614円）となっていたので、職員

の交通事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

当該職員に対しては、次長及び直属

の課長が交通事故の原因、再発防止策

及び交通事故がもたらす影響につい

て、個別指導を行った。 

また、全署員に対しては、朝会にお

いて次長が交通事故の概要及び原因を 
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  説明し、交通事故防止に対する具体的

な注意事項を指示した。さらに、教養

課運転訓練指導員による車両訓練等を

行い、運転の基本姿勢を再確認し、公

用車交通事故の絶無に向けて意識の統

一を図った。 

今後も、定期的に朝会等を通じて注

意喚起を行い、署員の交通事故防止徹

底に努めていく。 

北方警察署 公務中の４件の交通事故について、

損害賠償金として644,068円の費用負担

が発生するとともに、修繕料837,329円

（うち相手方負担分151,061円）が支払

われ、公用車が１台廃車（評価額

105,000円）となっていたので、職員の

交通事故防止について一層の徹底を図

られたい。 

当該職員に対しては、それぞれ直属

の課長及び特命指導官が事故の状況や

原因を詳細に聴取し、その結果、具体

的な再発防止のための事故防止策を個

別に指導した。 

 また、朝会時に副署長、特命指導官

及び警務課長が事故事例を具体的に挙

げて注意喚起をするとともに、安全運

転、緊急走行守則を出席者全員で復唱

することに加え、四輪・二輪の車両走

行訓練を行うなど職員の交通事故防止

の意識高揚、運転技術及び判断力の向

上を図った。 

今後も、引き続き全職員に対し、指

導、教養及び走行訓練を実施し、交通

事故防止の徹底に努める。 

山県警察署 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として129,578円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

当該職員に対して、次長より事故原

因及び防止対策、事故が及ぼす影響に

ついて指導した。 

また、事故発生時、全職員に対し朝

会を通じて、署長及び次長から以下の

点について指導を実施した。 

１ 交通事故防止の徹底について（継

続実施） 

２ 朝会において当該事故の発生状

況、問題点、「100ゼロ事故（10割過

失）事故は防げる（一定のルー

ル）」の再徹底の指示、再発防止策

等の署員教養を実施（継続実施） 

３ 朝会の機会を利用し、毎回１人ず

つヒヤリハット体験談を発表させ、 
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  署員一人ひとりの交通安全意識の醸

成を図る（継続実施） 

公用車事故の絶無については、当署

の継続目標の一つとして掲げ、公用車

事故絶無の継続のため署長及び次長が

朝会を通じて指導教養を実施し、職員

の交通事故防止意識の高揚を図ってい

る。引き続き機会を捉えた指導教養を

実施する等、交通事故防止対策を推進

していく。 

関警察署 公務中の１件の交通事故について、

修繕料34,540円が支払われていたの

で、職員の交通事故防止について一層

の徹底を図られたい。 

当該職員に対しては、交通事故の状

況や原因を聴取し、運転における安全

確認の徹底について個別に指導した。 

 全署員に対しては、朝会において副

署長が事故概要の説明を行い、内輪差

を意識した慎重なハンドル操作につい

て署員に徹底させるとともに、護送用

務において、ロングバンを使用する際

は側乗者を配置し、安全確認を徹底す

る。また、護送車の運転手を、大型検

定所持者など運転に習熟した署員に限

定し、事故後１週間、各課長指示によ

る車両訓練を毎朝実施し、100ゼロ事故

防止の徹底を図った。 

また、今後も公用車事故防止意識が

希薄しないよう、毎週水曜日を車両訓

練の日として、低障害物、内輪差等に

よる事故防止訓練を実施している。 

 公務中に車両を損傷させた１件の毀

損事故について、修繕料102,905円が支

払われていたので、職員の毀損事故防

止について一層の徹底を図られたい。 

 

当該職員に対しては、交通事故の状

況や原因を聴取し、運転における安全

確認の徹底について個別に指導した。 

全署員に対しては、署長、副署長、

警務課長から公用車事故防止に関する

注意喚起を徹底するとともに、特に大

型車両等、乗り慣れていない車両の運

転時は、誘導員を２人にして警笛を使

用するなど確実な誘導に努め、安全確

認を徹底したほか、運転と誘導方法に

関する訓練を実施し、同種事故の防止

を図った。 
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  また、今後も公用車事故防止意識が

希薄しないよう、毎週水曜日を車両訓

練の日として、低障害物、内輪差等に

よる事故防止訓練を実施している。  

多治見警察署 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として19,440円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

地域課長から当該職員に対して、物

損事故による接触状況の実況見分方法

について個別指導を実施した。 

全署員に対しては、地域課長から、

朝会等にて事案の概要を周知し、適切

な実況見分の実施、方法に一層の注意

をするように指導した。 

今後は、機会あるごとに、適切な実

施方法について指導を行い、再発防止

の徹底を図っていく。 

下呂警察署 公務中の１件の交通事故について、

損害賠償金として16,500円の費用負担

が発生していたので、職員の交通事故

防止について一層の徹底を図られた

い。 

当該職員に対しては、次長及び直属

の課長が職員から交通事故の状況を聴

取し、事故原因を究明するとともに、

安全確認の必要性及び公用車での事故

の特殊性について個別に指導を行っ

た。 

また、本事案を題材に実施した事故

防止検討会により、全署員で事故原因

と回避策等について検討の上、事故状

況を再現した車両訓練を実施した他、

朝会等各種機会を通じて交通事故防止

教養を行うなど、今後も交通事故の絶

無の徹底を図っていく。 

 

 （２）監査結果（指導事項）に基づき講じた措置 

環境生活部 

機関名 監査結果 講じた措置 

文化財保護セ

ンター 

公務中にノート型パソコンを損傷さ

せた１件の毀損事故について、修繕料

129,800円が支払われていたので、職員

の毀損事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

所属職員に向けて、職員用パソコン

について、より慎重に扱うよう周知徹

底した。 

また、今後も定期的に職員会議や職

場研修でパソコンを含む県有物品の取

扱いについて注意喚起し、毀損事故の

再発防止に努める。 
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健康福祉部 

機関名 監査結果 講じた措置 

東濃保健所 公務中にノート型パソコンを損傷さ

せた１件の毀損事故について、修繕料

19,947円が支払われていたので、職員

の毀損事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

事故直後、当該職員に対してはノー

トパソコンの取扱いについて、一層の

注意を払うよう指導した。 

併せて事故当日に、所属職員全員へ

電子メールにて、パソコンを含む全て

の物品の取扱いについて、細心の注意

を払うよう周知徹底を図った。 

以後、所内会議、職場研修、電子メ

ール等を通じて、物品の取扱いについ

て注意喚起を行い、再発防止を図って

いる。 

 商工労働部 

機関名 監査結果 講じた措置 

国際たくみア

カデミー 

超仕上かんな盤一式の購入に係る検

査事務において、事前決裁で指定した

検査者以外の者が検査を行っていたも

のがあったので、今後は適正に処理さ

れたい。 

令和元年度と令和２年度の会計書類

について再確認したところ、他の案件

については同様の検査者以外の者が検

査を行っていたものはなかった。 

また、会計処理における検査事務の

注意事項を職員全員に周知するととも

に、担当者・係長・出納員など複数人

によるチェックを徹底することで適正

な事務処理を行う。 

 時間外勤務について、時間外労働・

休日労働に関する協定（３６協定）で

定めた「延長することが出来る時間数

」を超えた時間外勤務を命じていた事

案があったので、今後は適正に処理さ

れたい。 

職員会議で(12/24実施)において、「

時間外労働・休日労働に関する協定書

（３６協定）」のコピーを配付して、

協定の遵守・重要性について職員に周

知徹底した。 

各課（科）長は、時間外勤務命令時

に累積時間数を必ず確認して、特定の

職員に負担が偏らないよう徹底した。 

 また、これまでの事務繁忙期（２～

３月）の実績を踏まえ、「延長するこ

とができる時間数」の変更届を人事委

員会に提出した。 

農政部 

機関名 監査結果 講じた措置 

岐阜農林事務

所 

公務中にノート型パソコンを損傷さ

せた１件の毀損事故について、修繕料 

毀損事故を起こした職員に対し、ノ

ート型パソコンの適切な使用、管理に 
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 141,900円が支払われていたので、職員

の毀損事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

 

 

ついて指導を行った。 

あわせて、事故後の所内会議にて、

所属職員に対し、ノート型パソコンを

はじめ、県有物品の取扱いに細心の注

意を払うよう周知徹底を図ったほか、

年度がかわってからも、改めて課長会

議及び所内会議にて注意喚起し、職員

の毀損事故防止意識の向上を図った。 

教育委員会 

機関名 監査結果 講じた措置 

各務原高等学

校 

公務中にノート型パソコンを損傷さ

せた１件の毀損事故について、修繕料

73,700円が支払われていたので、職員

の毀損事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

事故発生後、当該職員に対しパソコ

ンの取扱いについて、一層の注意を払

うよう指導を行った。 

また、職員会議において、全職員に

職員用パソコンを含む県有物品の慎重

な取扱いについて周知徹底した。 

今後も引き続き、職員会議等の場で

県有財産の適正な使用及び管理につい

て注意喚起を行い、毀損事故の再発防

止に努める。 

岐阜農林高等

学校 

公共工事に係る前払金の支出事務に

おいて、前払金の事務取扱要綱では、

前払金を請求しようとする者に対し、

公共工事の前払金の預託金融機関の預

金口座（以下「別口普通預金口座」と

いう。）への振替の申出をした請求書に

より請求させることとなっている。学

校が契約した工事の受注者からも当該

申出をした請求書により前払金が請求

されているが、別口普通預金口座に振

替するところ、受注者の別の普通預金

口座に振替をしていたので、今後は適

正に処理されたい。 

今回の指導事項は、工事にかかる会

計事務について職員の認識不足及び確

認不足によるところが大きいため、関

連事務手続きについて、再度、会計職

員への周知を行った。 

今後は、地方自治法及び岐阜県会計

規則等に基づく一連の手続きを確認し

たうえで執行することを徹底し、適正

な事務処理に努める。 

海津明誠高等

学校 

公務中にノート型パソコンを損傷さ

せた１件の毀損事故について、修繕料

90,072円が支払われていたので、職員

の毀損事故防止について一層の徹底を

図られたい。 

当該職員に対し、パソコンの取扱い

について、一層の注意を払うよう指導

を行った。 

また、職員会議において全職員に対

し、パソコンを含めた県有物品の慎重

な取扱いと未然の防止措置をとるよう

周知徹底を図った。 
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  今後も、機会ある毎に物品の取扱い

について注意喚起を行い、毀損事故の

再発防止に努める。 

吉城高等学校 公務中にプロジェクターを損傷させ

た１件の毀損事故について、廃棄処分

(取得価格175,824円)となっていたの

で、職員の毀損事故防止について一層

の徹底を図られたい。 

事故発生直後、校長より当該職員に

対し、物品の取扱いについて注意を払

うよう指導を行うとともに、全職員に

対しても、注意喚起文書を配付して周

知徹底を図った。  

今後も、職員会議の場等で物品の取

扱いについて継続的に注意喚起を行

い、毀損事故の再発防止に努める。  

警察本部 

機関名 監査結果 講じた措置 

岐阜中警察署 公務中にノート型パソコンを損傷さ

せた１件の毀損事故について、１台が

廃棄処分(取得価格95,850円)となって

いたので、職員の毀損事故防止につい

て一層の徹底を図られたい。 

当該職員については、毀損事故の原

因、防止策及び毀損事故がもたらす影

響について、幹部による個別指導を行

った。 

全職員に対しては、警務課長が、ほ

んの不注意で修理見積もり額が高額に

なることや賠償責任が職員に及ぶこと

があることを職員に周知するととも

に、情報管理課発出の「公用パソコン

の取扱いにおける注意喚起について」

を徹底させ、意識の向上に努めた。 

また、警務課長が適時各課に立ち入

り、パソコン周りの環境整理について

目視により点検している。 

岐阜南警察署 公務中に道路標識簡易補修器を損傷

させた１件の毀損事故について、修繕

料79,750円が支払われていたので、職

員の毀損事故防止について一層の徹底

を図られたい。 

当該職員に対しては、毀損事故の発

生状況及び原因を聴取し、機器本来の

性能を把握し、適正に取り扱うよう個

別指導した。 

また、幹部会議における手配を通じ

て、当該毀損事故を実例に、岐阜県の

損失や業務に支障をきたすことの重大

さを説明・教養し、備品の適正な取扱

い及び管理についてそれぞれの物品使

用職員に再認識させた。 

今後も、朝会等の機会を通じて、備

品の適正な取扱い及び管理について継 
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  続的に呼びかけ、毀損事故絶無の徹底

に努める。 

中津川警察署 公務中に道路標識簡易補修器を損傷

させた１件の毀損事故について、修繕

料88,000円が支払われていたので、職

員の毀損事故防止について一層の徹底

を図られたい。 

当該職員に対して、直属の上司であ

る交通課長が毀損状況を聴取して発生

原因を究明し、道路標識簡易補修器を

使用する際の注意事項について改めて

個別指導を行うとともに、同物品を使

用する他の担当職員に対しても、製造

会社作成の資料を基に使用方法の実技

教養を行い、再発防止の徹底を図っ

た。 

また、全職員に対しては会計課長か

ら朝会を通じて、岐阜県会計規則に定

める事故報告や職員の賠償責任等を説

明し、物品の適正管理の重要性を認識

させることで、更なる事故防止を図っ

た。 

今後も、道路標識簡易補修器を含め

た物品の適正使用に関する教養を適宜

行うこととし、毀損事故防止の徹底を

図っていく。 

 

（３）監査結果（検討事項）に基づき講じた措置 

総務部 

機関名 監査結果 講じた措置 

人事課 旅費の支出事務において、職員の失

念や旅費システムの操作方法の理解不

足による入力誤り、旅行命令権者等の

確認不足などによって過払等の支出誤

りがあり、定期監査で指摘事項の対象

とした事案が多くの所属で見受けられ

た。 

他にも同様な事案が発生している懸

念があることから、各所属における実

態を把握したうえで、不適切な事態の

是正及び再発防止に向けて必要な措置

を講じられたい。 

令和２年９月25日付け人第354号によ

り、旅費の二重支給の原因及び再発防

止策について、具体的な事例を示しな

がら各所属へ注意喚起を行った。 

また、令和２年10月30日付け人第434

号により各所属に対して旅費の二重払

いに関する調査を実施したところ、複

数の所属においてその事実が判明した

ため、当該所属に対し、速やかに戻入

処理等を行うよう依頼した。 

加えて、上記調査において二重払い

となった原因を分析した上で、令和３

年２月に以下の２点の対策を講じた。 

１ 財務会計システムの改修 

 同一日旅行の警告表示について、 
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  旅行命令入力者だけでなく予算担当

者の予算入力時においても表示する

こととし、併せて、旅行開始日が重

複する旅行命令の一覧表（旅費未払

い分を含む）を各所属へ毎月２回配

信することで、各所属におけるチェ

ック機能を強化した。 

２ 適正な旅費請求手続きの再周知 

各職員が適正に旅費請求手続きを

行えるよう、旅行命令、復命の意義

や予算担当者から旅行命令の差戻し

を受けた後の処理方法に関する資料

を各所属へ配布し、今後の再発防止

を図った。（令和３年２月９日付け人

第647号） 

教育委員会 

機関名 監査結果 講じた措置 

教育総務課 旅費の支出事務において、職員の失

念や旅費システムの操作方法の理解不

足による入力誤り、旅行命令権者等の

確認不足などによって過払等の支出誤

りがあり、定期監査で指摘事項の対象

とした事案が多くの所属で見受けられ

た。 

他にも同様な事案が発生している懸

念があることから、各所属における実

態を把握したうえで、不適切な事態の

是正及び再発防止に向けて必要な措置

を講じられたい。 

令和２年９月24日付け教総第300号に

より、旅費の二重支給の原因及び再発

防止策について、具体的な事例を示し

ながら各所属へ注意喚起を行った。 

また、令和２年11月２日付け教総第

360号により各所属に対して旅費の二重

払いに関する調査を実施したところ、

複数の所属においてその事実が判明し

たため、当該所属に対し、速やかに戻

入処理等を行うよう依頼し、令和３年

１月末までに返還されたことを確認し

た。 

令和３年２月９日付け人第647号にて

総務部人事課より旅費管理システムの

一部改修が通知されたことから、令和

３年２月22日付け教総第511号により各

所属に対して通知文書の再確認と二重

払いの再発防止に努めるよう改めて周

知した。 

 


